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り，「この人はあなたにどんな感情をもってい
ると思いますか」という質問への回答と，「ま
た，あなたはこの人にどんな感情をもちます
か」という質問への回答がたいへんよく一致を
示したということである。対人関係では相手が
自分にどんな感情をもっているかという判断に
よって，相手に対する感情も左右されることを
示すものと解釈される。ただし相当に類似度が
高いため，回答量を軽減するために自己感情の
質問は削除してもよいのではないカ・と思われ
る。しかしながらnegatiVeメッセージのカテ
ゴリーでは，感情推測と自己感情にいくらかの
ズレがみられ，自己感情が中性方向へとシフト
されている。これは相手に対して強い嫌悪感を
もつことが少ないことを示しているが，このこ
とは強い明確な嫌悪感を表明することが社会的
望ましさに反するためでないかと解釈される。
あるいはたかが写真のなかの見知らぬ相手に対
して自分でも不快感をおぼえるほどの強い嫌悪
感を抱かないよう防衛した結果かもしれない。
　ここで個別データの概観を終了して，本研究
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　　の主要目的である2つの情報の不一致に対する
　　反応についての検討に移る。酬g．5はTable3
　　の表情カテゴリーごとに4枚の顔写真のデータ
　　を集計して，パーセントに換算してグラフ表示
　　したものである。図中の○一○は感情推測を，
　　・…・・は自己感情を示している。これらのグラフ
　　には各カテゴリーの特徴が顕著に表現されてい
　　る。
　　　もっとも大きい不一致が生じると考えられる
　　カテゴリーから調べることとする。その1つ
　　は，顔の表情がhappinessであるにもカ・かわ
　　らず，言語的メッセージで「あなたはひどい人
　　ですね」と伝えるhnのカテゴリーである。こ
　　のhnのカテゴリーにおけるグラフは，その横
　　並びのhpやhuと比較して，またその縦列の
　　nnやdn，snと比べても明瞭な違いが認めら
　　れる。回答が段階3（かすかに弱い嫌悪感）か
　　ら段階6（まずまずの好感）までほぼ同水準の
　　パーセントで一様に分布しているのである。す
　　なわち回答者の判断が一定せず，多様な判断が
　　生じたわけである。hpやhuでは段階6に判
表情と言語的メッセ-ジとの不一致に対する反応について
Page:6無断転載禁止。　
pOSitiTe us岨1 negat…可8
（％）
器50．…1
旦40o〇
一30
お一40害
ち30……
1234567　1234567　1234567
2
．毫30
弓
1234　567　　1234　567　　1234567
需40○
毛30雷
工234567　12345671234567（8丁8督灘）
F｛g．5　カテゴリーごとの評価段階別の回答者パーセント
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断は集中し，すくなくとも好感のレンジにほと
んど全員が属していたが，やはり情報の不一致
というあいまいな条件下では判断の変動が大き
かったといえよう。どρ判断が正答なgか決定
することは困難であろう。しかしなぜそのよう
な判断に至ったかというプロセスを回答者に尋
ねてみることは考察をより深めるうえで重要な
ことであろう。また情報理論の不確定性の公式
H昌一Σp（i）1og2p（i）を適用すれば，このカテ
ゴリーの数値がもっとも大きくなるはずであ
る。
　別の見方をすれば，顔の表情と言語的メッセ
ージが不一致の場合には，両者の情報を考慮に
入れた判断，いわば拮抗的または葛藤的判断が
示されたものと擾解することもできる。
　不一致度の大きいもうユつのカテゴリーは，
表情がdis1ikeを示しながら，「あなたはいい
人ですね」とのメッセージを送るdpのカテゴ
リーである。しかしグラフを見る限りでは，判
断の傾向・大勢は嫌悪感に寄っていて，hnカ
テゴリーのよろな分散傾向を確認することはで
きない。このことから，人がこうした不一致情
報をうまく処理したとみなしてよいのであろう
か。この考え方を全面的に否定することはでき
ず，言語的メッセージより表情のほうがより卒
直にその人の情緒が反映されるという経験に基
づいたものであるカ・もしれないからである。し
　　　　　　　positive
　　　　　　　　　　　　　609h旦pPin68s、
　　　　　工　　　　　4　　　　　7
かし，表情と言語的メッセージが刺激として呈
示されていても，その刺激価に優劣があった珂
能性も考慮しておかねばならない。すなわち6
cm×8．5cmという大きい顔写真と小さめの活
字とでは心理的インパクトが異なるかもしれな
い。この種の実験では顔の刺激の呈示方法が問
題とされやすい。生きた人の顔か，スチール写
真か，絵か，スケッチか，ビデオ・テープか，
映画かなどであるが，写真のサイズの大小にも
長所，短所があるといわれる　（Knapp　M．レ．
1972）さらに写真と活字を同時に呈示しても，
回答者は「この人がこの表情でもって，この言
葉をしゃべった」と受け取ることが十分考えら
れる。するとその言葉の，つまりその声の大き
さや抑揚は表情の影響を強く受けることとな
る。Mehrabian，A．（1967）は，ことばと音声
と顔の手かがりの影響力の差異を表わすつぎの
ような公式を独自の実験により考案した。
　知覚される態度雪（ことば）O．07＋（音声）0．38
＋（顔）0．55つまり顔の手がかりが一番影響力が
あったというものである。
　以上のように顔についても言語的メッセージ
についても実験手続上の問題は山積している’。
したがってこの結果を確定的であると判断する
ことは誤りであるが，本実験手続きから得られ’
た結果であることは事実であり，反証のないか
ぎり，仮説としてでも保持しておけばよいので
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冊dne関
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　　蛎1
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（自畿鴛）
Fig・6各カテゴリーごとの好悪感情の平均得点
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はないかと思われる。
　その他Fig．5から認められることは，neu－
tra1ityとsadnessのグラフが，言語的メッセ
ージのそれぞれにおいて，近似していることで
ある。neutra1ityは相手に対して特別な働きか
けのない表情である。SadneSSは表情はあるが，
相手への働きかけというよりも自己の内面心理
の表出である。そのためneutralityとsad－
neSSはよく似たグラフ・パターンを呈したと
推論される。sadnessといっしょに示される言
語的メッセージが，怨恨や援助の希求といった
相手への働きかけの濃厚なものであったなら
ば，当然neutralityとは異なったパターンを
呈したと予測される。
　最後にFig．6には，Fig．5のグラフから各
カテゴリーごとの段階評価得点の平均を求めて
提示する。簡素化されて見やすい反面，パター
ンの異同などは表現されなくなっている一。この
種の実験の処理を数値計算のみで行うことには
慎重でなければならないという警告として受取
るべきであろう。
w　要　　　約
　顔の表情と言語的メッセージとの不一致とい
うあいまいな事態における反応傾向の特徴をみ
ることを目的とした。
’表情としてhappiness，neutra1ity，dis1ike，
sadnessを典型的に示すとされる顔写真を各4
種ずつ計16種選択した。言語的メッセージとし
てはpOsitive，usua1，．negativeな表現内容を
もつ簡単な文を作成した。
　表情と言語的メッセージを同時に呈示し，写
真人物が回答者に対してもつ感情の推測と・回
答者自身がもつその人物へめ感情を・嫌悪感一
一好感の軸に沿って7段階で判断させた。
　結果，hapPiness－negativeカテゴリーでは
反応の分散が顕著に認められ，情報不一致条件
下での判断が拮抗的または葛藤的になされたも
のと理解された。他方dislike－positiveの
カテゴリーでは嫌悪感寄りの判断傾向がみられ
た。顔の呈示方法や，顔と言葉の刺激の優位・
性など実験手続上の問題が論じられた。また
neutralityとsadnessはよく似たグラフ上の
パターンを示した。
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